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委員①

	1.　委員長あいさつ

2.　報告
 
3.　今後の予定

4.　議題
○テーマ（社会教育の質の向上～団体間のパートナーシップについて～）
に関する調査・研究について
まずは、先日開催された市民文化祭の報告を柴田委員にお願いしたい。
今回、中学生の作品をミリカの研修室、幼稚園・保育所の園児の作品をこども館に展示した。展示数は、中学校が202、幼稚園・保育所が208とたくさん作品を出していただいた。これまでよりも学生さんや家族連れの方々が来られて大変好評だった。是非またこのような展示を行いたい。私も幼稚園と保育所の作品を見て、小さなお子さんがこんな作品を作ることに驚いた。中学生の作品も大人の作品とはまた違う視点があって、刺激をもらえた。
バザーでは、会議で提案があったが、公連協さんのポップコーンの販売に育連協さんも協力していただいた。知っている子どもさんたちが来たら声をかけられていて、交流もあったように身請けられてとてもよかった。
では引き続き議題について、前回の会議でも皆さん、子どもたちの現状に興味をもたれていたので、学校視点で地域との連携、学校独自の取組などあれば教えていただきたい。
今は各学校、小中学校問わず、社会に開かれた教育課程というのが求められていて、学校教育を学校の中で閉じないというのがスタンスとしてある。外部から色々な方々に来ていただいたり、学校から職員を出して体験したりしている。本校は那北塾というのをしていて、２、３年生が選択授業で好きなコースに分かれて、ゲストティーチャーの方々をお呼びして、今年だったら詩吟やタップダンス、手話の先生、読書ボランティアの方に子どもたちと一緒に活動していただいている。こちらが色々体験をさせたいなと思ったときに、どんな活動されているのか、学校側はなかなか情報がなく、ぱっと分からない。逆に皆さんも悩まれているように子どもたちと活動されている団体さんをつなぐ、パイプ、掲示板というか、ここを通ったら活動されているのが学校も知れて、皆さんも学校がしていることが分かるような場があるといいのかなと思っている。文化発表会で詩吟の先生に来ていただいてコースができた。来てもらって子どもたちが活動を知って興味をもつことがある。
ホームページとかで照会かけて、リンクでつながっていけばいい。
学校はこんなことをやっているから来てほしいなというときに学校がアクセスする場があったらいい。皆さんも中学生にこんなことを知ってもらいたい、してもらいたいというときに、中学校の情報が分かればお互いウィン・ウィンになる。
南中は地域貢献活動があるが、他の中学校もやっているのか。区から行事やるからボランティアを出してほしいと依頼があってされているのか。
3中学校全てやっているが仕組みはそれぞれ違うかもしれない。北中は、行政区ごとに生徒たちのグループをつくって、そこに区長さんに来ていただいて、こんな行事があるからボランティアに来てくれないかというのを聞いて参加していく仕組みになる。
南中は3年生だけだったと思うが、北中も3年生だけか。
北中は全学年が対象になる。
例えば、社会教育課が紙ヒコーキフェスタをやるにあたって、ボランティアを何人かお願いできないかと依頼できるのか。
何人手が挙がるかはわからないが依頼はできる。窓口としては地域担当主幹という教員がいる。
活動は土日や放課後になると思うが、保険は主催者で加入しているのか。
学校で加入している保険があるので、校長がそれを学校の活動の一環として認めれば、その保険が適用される。
市の行事の際は市民活動保険も対象になっている。
色々とイベントをやっているが人手が足りないことばっかりなので、ぜひ中学生の力を借りたい。高齢のメンバーが頑張っても限度がある。例えば、裂田溝ライトアップは、準備が大変で１個１個ライトを入れていかないといけない。終わって片づけているときに、地元の小学生たちが、声をかけてくれて手伝ってくれた。子どもたちは遊びながら楽しみながらしていた。すごくありがたい。そういうふうに関わってくれたらいいなと思う。
中学生なので夜は不可など、時間帯の制限があるのか。
北中は保護者の了解さえあればできる。片縄区の夜のパトロールは親御さんと一緒に行っている。
保護者がいないといけないか。
子どもだけで行っている場合もある。学校が行かせているわけではなく、つないで仲介をしている形になる。
ぜひ来年はライトアップでご相談したい。
市内全ての中学校にお願いしてもいいのではないか。
他に団体の課題などあれば報告していただきたい。
どこもそうだと思うが、スポーツ協会も加入者、加入団体が減っている。以前は専業主婦の方などが結構いたが、働かれる方が増えて仕事を優先される方が多い。グランドゴルフとかソフトボールとかは会員が高齢になって、体の具合でやめられる方が増えている。新しく加入される方は少ないので全体としては減っている。スポーツ少年団も同じように子どもの加入者が減っている。保護者の協力が必要になるので、それが負担になっているようだ。
子ども関係であれば、スポーツ協会が夏休みに子どもスポーツ教室をやっている。小学校高学年を対象に週1日、モルックなどのニュースポーツや水泳教室を行っている。今年は40人の募集で7人しか集まらなかった。減った理由は猛暑だったこともあるが、保護者の送り迎えが必要になるからと考えている。自転車で校区外に行っていいのかがわからない。
確か校区外でもミリカと恵子児童館は行っていいのではないか。市民体育館は隣接しているので大丈夫ではないか。
遠くから自転車で来るのは難しいようで近隣の子が多い。10時から開始するが、夏休みは10時前には家を出たらいけないという規則があるようで、先生と会って注意された子がいた。そういう理由で来年は各校区の体育館を回って開催することも検討しているが、協力者のスポーツ推進委員の負担が大きくなる。
送迎していたからかわからないが、10時から英語教室を開催しても何も時間の問題は聞かなかった。
暑い時間帯だが開始時間を11時にしてはどうか。
ニュースポーツとかも暑い時期に市民体育館でやるのか。
市民体育館は冷房がついている。
小中学校の体育館も来年度以降に工事してエアコンがつく予定である。
それなら各学校でも開催できるので検討したい。
話は変わるが、この３連休で、武隈部屋の祝賀会に行ってきた。市もバックアップされているし、何か交流の場として利用できないか。
お相撲さんを呼んでちびっこ大会とかしている所もある。
月曜日に近くの老人ホームにお相撲さんが何人か来られて、地域の方も来られて交流があり盛り上がっていた。各団体もそういうのを利用してもいいかもしれない。
お相撲さんを呼ぶなら子どもたちは相撲の経験があった方がいいのではないか。
老人ホームではクイズとかやっていた。技能どうこうではなく交流で、そういう風に顔を合わせる機会を作っていけばつながりづくりにもなる。
相撲部屋ではないが、スポーツ推進委員に言ってもらったら出張というか、出前講座のようなものはできる。
今の報告に対して何か質問や意見はあるか。
スポーツ協会は加盟団体が減っているのか。
ソフトバレー協会はなくなった。団体が増えることはほとんどない。
加盟団体が出張し、スポーツを通した交流や健康のための体の動かし方を教えるのはどうか。スポーツ協会に協力依頼はできるのか。
スポーツ協会というよりは内容的に推進委員に依頼がくるのではないか。各団体であれば、スポーツフェスタでは団体に来ていただいて、市民にスポーツを体験してもらっている。
他に質問や意見はあるか。

【質問・意見なし】

５. その他




